



前 川 理 子
キーワード：加藤玄智（Genchi Kato），国家（的）神道（State Shinto），宗教学（science of religions），

























































































































































































































































































































Aston, 1841～1911）の Shinto: The Way of the Gods（London: Longmans Green and Co., 1905）やチェン















































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4
」。また国体神道を教え養う機関については，「教育勅語を中心として日本全国の教
育者が之を宣伝して居るものと私は称へたく思ふ
4 4 4 4 4 4 4 4 4
」という（1924：290）。その際用うべき聖典について
は，「国家的神道の根本聖典と称しても
4 4 4 4 4
，決して差支無い
4 4 4 4 4 4 4
」のは教育勅語であり，軍人勅諭，帝国憲法，
聖徳太子の十七条憲法，古事記日本書紀延喜式の祝詞もまた「国家的神道の聖典と申して宜しいと思



























































































































































































20　「本会設立の急務」21頁，「神道の研究に就て」10頁。当初頭にあったのは The Asiatic Society of 
Japanに似た学会で，日本人によるものを作りたいということであった（「本邦精神文明の研究と其
世界的発表の急務」7頁）。ここに「科学的」研究を強調する背景には，「徒ニ頑迷固陋自ラ好ミテ世
界ノ大勢ニ遠カ」っている「神道ヲ取リ扱フ者」への批判もあった（「本会設立の急務」21頁）。ま
たこの科学的研究は神道以外を排除するものではなく，仏教の日本文明への好影響について明らかに
し，従来の仏教への偏見を一掃することなども念頭に置かれていた（同 22～26頁）。
21　「本会設立の急務」18頁。
22　「神道の研究に就て」10頁。
23　「本会設立の急務」27頁，「神道の研究に就て」10頁。
24　「神道の研究に就て」14～15頁。
25　「神の観念を論じて神道の神観に及ぶ」『東亜之光』9-9・10，1914年 9・10月，「井上博士の漢字の
「神」の字と日本の「カミ」の語の関係に就きて」『明治聖徳記念学会紀要』13，1920年 4月，「我が
100
祖先崇拝の二方面」『東亜之光』16-8，1921年 8月，「我が神代巻に使用せられたる神の字の意義に就
きて」『中央史壇』5–4，1922年 10月，「我が国家の成立と現代思潮の趨勢」『明治聖徳記念学会紀要』
18，1922年 11月などがこれに関して発表された。
26　神道講座の教官に就任する大正 9年～ 10年にかけて，学会では「神道は宗教か」という主題が集
中的に取り上げられ，毎月の議論のテーマにされたほか，加藤自身も東大でこのトピックを扱った
（「神道と宗教問題」など）。神道宗教論が認められたと感じた加藤は，そのパイオニアとしての自信
を強め，旺盛にこれを唱えていくのである。
27  「神道の研究に就て」13頁。
28　「国家的神道」と「宗派的神道」とその下位概念からなる神道分類論が初めて言明されたのは，管
見の限りでは『東西思想比較研究』（大正 13年）においてである。
29　「目に見えぬ神の心に通ふこそ　人の心のまことなりけれ」は加藤が好んで引用した明治天皇の御
製である。なお加藤は明治三〇年代後半に二人の息子を得ているが，ともに「誠」の字を用いて命名
した。天皇崇拝に通ずる「忠」の字ではなく，仏教に関わる加藤家で代々つづけられてきた「玄」を
用いることもやめた。
30　「我が国民の同化力」『小学校』16-3，1913年 11月は，インド，中国，朝鮮の文明に対する日本人
の同化力について述べたもの。神仏関係については「我固有信仰と外来宗教との調和と睽離―神仏両
者の一離一合」『東亜之光』19-2，1924年 2月，「神道の新研究より見たる仏教」『歴史公論』4-11，
1935年 11月などがあるほか，雲伝神道研究，『倭論語』研究，神宮外宮信仰と仏教信仰とを結びつ
けた『太神宮参詣記』研究において明らかにされた。なお神仏習合については，仏教が神道の神皇崇
拝を補強する働きをもったという見方が示されるように（「浄因師の一実神道説を読む」『宗教界』
13-1，1917年 1月），仏教上位のそれでない，あくまで神道上位の神仏習合を取り上げるものであった。
31　「宗教学と仏教史」『仏教史学』1-2・3，1911年 5・6月は，仏教が神道を倫理化した歴史を述べよ
うとしたもので，文明教期の神道を最上とする見方と同時に加藤の仏教に対する思い入れが現れてい
る。なお柳田國男の批判を受けて，加藤は同誌に「本邦供犠思想の発達に及ぼせる仏教の影響を論じ
て柳田君に質す」「同（二）」（1911年 12月，1912年 1月）を書いて応えた。
32　安津素彦「『明治・大正・昭和神道書籍目録』と『欧文神道書籍目録』」『神道学』1，1954年 5月。
